
　平成２９年９月から、全ての加工食品（輸入品を除く）の重量割合が最も高い

原材料に対して、その原産地の表示が義務付けられました。現在は経過措置

期間（準備期間）中ですが、この期間を過ぎると、全ての加工食品に原料原産地が

表示されるようになります。

食品関連事業者の皆さん、「加工食品の新たな原料原産地表示制度」の
経過措置期間は令和４年（2022年）３月３１日までです！
この翌日以降に製造・販売される製品には、原料原産地を必ず表示※
する必要があります。
※令和４年４月１日以降に製造する一般用加工食品だけでなく、同日以降に販売される業務用
生鮮食品および業務用加工食品にも、必ず原料原産地表示を行う必要があります。

なお、おにぎりなど一部の品目には、個別の原産地表示ルールがあります。

※チョコレートがベルギーで製造されていることを示します。カカオ豆の産地ではありません。

全ての加工食品に原料原産地が
表示されます！

詳しくは県庁HP

食の安全・安心推進課 ☎017-734-9351

検索食品表示

詳しくは県庁HP
西北地域県民局地域連携部 ☎0173-34-2175

検索西北　いろいろ

　奥津軽地域（西北地域）は、岩木山や日本海を

はじめとする自然あふれる景観資源や、走りやす

い平坦な道が多く、ランニングで観光地を巡る

「旅ラン」にオススメの地域です。

　西北地域県民局では、奥津軽の魅力を

楽しめる景観・観光スポットを生かした

ランニングコースや、エイド補給（給水・給食）にぴっ

たりの飲食情報をまとめた「奥津軽 旅ラン」マップ

を作成し、新しい旅のスタイルを提案しています。

　今年度はランナーの皆さんに向けた情報発信を

行うほか、「奥津軽 旅ラン」を体験できるイベント

開催などに取り組みます。

せいほくの元気・魅力を「奥津軽 旅ラン」で発信！

「奥津軽 旅ラン」のコースは全６コース ランニングYouTuber動画

こんな景色に出会えます！

見た目も
鮮やか♥

　すしこは鮮やかなピンク色が特徴の、全国的に
も珍しい「ごはんの漬物」です。蒸したもち米に
浅漬けした赤じそやキャベツ、きゅうりなどを入れ、
乳酸発酵させて作ります。甘酸っぱく、暑い季節
でもサッパリと食べられます。

郷土料理「すしこ」

西北
エリアといえばこれっ！地域の特性を生かした魅

力と活力ある地域づくりの
ために県内６地域（東青・
中南・三八・西北・上北・
下北）に設置された、県の
総合的な出先機関。それ
ぞれの地元に密着した地
域づくりを進めています。

地域県民局とは？

『地域県民局』
ZOOM UP 

ご当地自
慢！

県内6エリアの連載

！
グルメ

　今年で開業90＋1周年となる津軽鉄道。車窓
からは奥津軽の四季豊かな景色を楽しめます。
津軽鉄道に乗車した気分になれる
「仮想乗車」動画をYouTubeで公開中▶

本州最北端の私鉄
「津軽鉄道」

名　　称：ウインナーソーセージ
原材料名：豚肉（国産、アメリカ産）、……

例①　対象となる原材料が生鮮食品の場合

奥津軽を「自分の足＝ランニング」で旅してみませんか？

マップ
の

ダウ
ンロード

は

ここか
ら！

のんびり
鉄道の旅で
リフレッシュ！

鉄道

西北地域
今回のご自慢地

域

AOMORI

西北地域県民局 
地域連携部

 三ツ井 悠希
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ナビゲーター

ミニ特集 １ ミニ特集 2

一番多い原材料の産地を表示
原材料の産地が２カ国以上ある
場合、重量割合の高い順に記載

名　　称：チョコレートケーキ
原材料名：チョコレート（ベルギー製造）、……

例②　対象となる原材料が加工食品の場合
一番多い原材料の

製造地 ※ を表示

【表示例】

　県教育委員会では、令和２年８月に改定した基本方針を踏まえるとともに、地区意

見交換会においていただいたご意見等を参考としながら、令和５年度から９年度ま

での具体的な内容（学校・学科の充実、学校規模・配置、魅力ある高校づくり等）

を示す青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画（案）を公表しました。

　全ての高校において、創意工夫を生かした特色ある教育活動を進
めるとともに、相互に連携しながら、地域の期待に応え、本県の未来を
担う人財を育成できるよう取り組みを進めます。

　県教育委員会では、広く県民の皆さまから計画（案）に対するご意見・ご感
想をいただき、検討を重ねた上で10月頃に計画を策定したいと考えています。
　以下の宛先までパブリック・コメントによりご意見をお寄せいただくか、
随時ご意見・ご感想をお寄せください。

　県教育委員会のホームページに、第２期実施計画（案）の内容や、パブリック・コメントの
提出方法などを掲載しています。

■受付期間
　令和3年8月16日（月）まで
■ご意見の宛先　※規定の様式などはありません
　【郵便】〒030-8540 青森県青森市長島 1-1-1 高等学校教育改革推進室
　【FAX】017-734-8003　【メール】E-KAIKAKU@pref.aomori.lg.jp

青森県立高等学校教育改革推進計画
第２期実施計画（案）を公表しました

詳しくは県庁HP

高等学校教育改革推進室 ☎017-734-9866

検索高等学校教育改革

学校・学科の
充実

　生徒数が減少する中にあっても、確かな学力、たくましい心、学校から社会へ
の円滑な移行に必要な力などを身に付けることができるよう、通学環境等に
配慮しながら、学校規模の標準を踏まえた計画的な学校配置に取り組みます。

学校規模・
配置

パブリック・コメント（実施中）

　生徒の学習意欲を喚起し、可能性および能力を最大限に伸長するた
め、学校内外の資源を積極的に活用しながら、中学生から選ばれる魅力
ある高校となるよう、各校の魅力化・特色化を図る取り組みを進めます。

魅力ある
高校づくり

CHECK

このほか、西北地域の見どころなど

津軽鉄道「仮想乗車」動画

随時のご意見・ご感想も
こちらの宛先へお寄せください
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